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【手続補正書】
【提出日】平成26年5月7日(2014.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１のコンピューティング装置によって、前記第１のコンピューティング装置の局所環境
で占有されているチャネルに少なくとも部分的に基づいて複数のチャネルのうちの利用可
能チャネルを決定するステップと、
前記第１のコンピューティング装置によって、指数関数的な減衰を有する分布曲線によっ
て定義された利用可能チャネルの選択確率に基づいて前記利用可能チャネルの１つを選択
するステップと、
前記第１のコンピューティング装置によって、前記利用可能チャネルのうちの選択された
１つのチャネル上にて第２のコンピューティング装置と通信することを試行するステップ
と
を含み、
前記分布曲線は、前記第２のコンピューティング装置の環境についての利用可能性確率若
しくは前記第１のコンピューティング装置と前記第２のコンピューティング装置との間の
環境についての利用可能性確率の一方又は両方に少なくとも部分的に基づいている。
方法。
【請求項２】
前記第１のコンピューティング装置及び前記第２のコンピューティング装置が成功裏に通
信を行うまで前記選択するステップと前記試行するステップとを実行するステップを更に
含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
通信を試行する合計数が、前記複数のチャネルの合計数とは無関係である、請求項２に記
載の方法。
【請求項４】
前記利用可能性確率は、以前の通信の試行に基づいて学習される又は他の装置から受信さ
れることを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
ｉ番目の利用可能チャネルの選択確率の１つは、ｘがパラメータであるとして、指数関数
的に減衰する分布曲線（１－ｘ）ｉ－１ｘによって定義されることを特徴とする請求項１
に記載の方法。
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【請求項６】
前記ｘは、ｐ２が前記第２のコンピューティング装置の環境についての利用可能性確率で
あり且つｑが前記第１のコンピューティング装置と前記第２のコンピューティング装置と
の間の環境についての利用可能性確率であるとして、（１／６）ｐ２ｑによって定義され
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
前記ｘが、前記第２のコンピューティング装置の環境及び／又は前記第１のコンピューテ
ィング装置と前記第２のコンピューティング装置との間の環境についての利用可能性確率
を使わずにランダムに選択される、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
ランダムに前記ｘを選択するための分布は、ｉが１／ｉ２に比例した確率で１から始まる
正の整数を表す値２－ｉを選択することによって定義されることを特徴とする請求項７に
記載の方法。
【請求項９】
前記第１のコンピューティング装置及び前記第２のコンピューティング装置の環境内の利
用可能チャネルのマップを第２のコンピューティング装置と交換するステップと、
第２のコンピューティング装置と共に、前記交換されたマップに少なくとも部分的に基づ
いて更なる通信のための１つの他の利用可能チャネルを選択するステップと、を更に含む
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
前記他の利用可能チャネルは一様に選ばれた相互に利用可能なチャネルであり、前記他の
利用可能チャネルは前記複数のチャネルのうち占有されたものの均一な分布を維持するた
めに切り替えられることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
前記決定するステップが、前記複数のチャネルを含む周波数スペクトルをスキャンするこ
とを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
プロセッサと、コンピュータプログラムを記憶しているメモリとを有するコンピューティ
ング装置であって、前記コンピュータプログラムは前記プロセッサに、
前記コンピューティング装置の局所環境で占有されているチャネルに少なくとも部分的に
基づいて複数のチャネルのうちの利用可能チャネルを決定するステップと、
指数関数的減衰分布曲線によって定義された利用可能チャネルの選択確率に基づいて前記
利用可能チャネルのうちの１つを選択するステップであって、前記指数関数的減衰分布曲
線が１つの他のコンピューティング装置の環境についての利用可能性確率若しくは前記コ
ンピューティング装置と前記他のコンピューティング装置との間の環境についての利用可
能性確率の一方又は両方に少なくとも部分的に基づいているステップと、
前記利用可能チャネルのうちの選択された１つのチャネル上にて前記他のコンピューティ
ング装置と通信することを試行するステップと
を実行させるためのものである、コンピューティング装置。
【請求項１３】
前記コンピュータプログラムは、前記プロセッサに、前記選択するステップおよび前記試
行するステップを、前記コンピューティング装置及び前記他のコンピューティング装置が
成功裏に通信を行うまで実行させる、請求項１２に記載のコンピューティング装置。
【請求項１４】
前記コンピュータプログラムは、前記プロセッサに更に、
前記コンピューティング装置及び前記他のコンピューティング装置の環境内の利用可能チ
ャネルのマップを前記他のコンピューティング装置と交換するステップと、
前記他のコンピューティング装置と共に、前記交換されたマップに少なくとも部分的に基
づいて更なる通信のための１つの他の利用可能チャネルを選択するステップと、を実行さ
せるためのものであり、
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前記他の利用可能チャネルが一様に選ばれた相互に利用可能なチャネルであり、複数のチ
ャネルの占有されたものの均一な分布を維持するために切り替えられる、請求項１２に記
載のコンピューティング装置。
【請求項１５】
コンピューティング装置の局所環境で占有されているチャネルに少なくとも部分的に基づ
いて複数のチャネルのうちの利用可能チャネルを決定するステップと、
成功裏に１つ他のコンピューティング装置と通信するまで、
　前記他のコンピューティング装置の環境についての並びに前記コンピューティング装置
と前記他のコンピューティング装置との間の環境についての利用可能性確率に少なくとも
部分的に基づいている指数関数的減衰分布曲線によって定義された利用可能チャネルの選
択確率に基づいて前記利用可能チャネルのうちの１つを選択し、
　前記利用可能チャネルのうちの選択された１つのチャネル上にて前記他のコンピューテ
ィング装置と通信することを試行する
ステップと、
前記コンピューティング装置及び前記他のコンピューティング装置の環境内の利用可能チ
ャネルのマップを前記他のコンピューティング装置と交換するステップと、
前記他のコンピューティング装置と共に、前記交換されたマップに少なくとも部分的に基
づいて更なる通信のための１つの他の利用可能チャネルを選択するステップと
を前記コンピューティング装置に実行させるためのコンピュータプログラム。
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